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自
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」
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一
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い
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ず
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、
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面
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得
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戦
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５千万円（授権資本２億円）

510名

大阪東区・東住吉・我孫子丿住吉.・大阪東部・

八尾・和泉大津・岸和田・泉佐野・堺・金岡・・

並上野芝各営業所　　　･I

堺・泉佐野・住吉・岸ノ里・大国町・寝屋川熹

中古車センター

　トョタカローラ新大阪・トヨタオート南海

60名　　　　S:　　　　　　　　　.　　　　　　J・

初任給36.000円（他に販売奨励金）’　　，

交通費3.500円迄実費支給

,

孤
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咀日をみつめる若人の職場／
本企

業員

業所

資

従
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●
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●

●系列会社

●採用人員

●待　　遇

1･ョタの゛カロ、ラ″は躍進に次ぐ躍進を続けています/

1戦中カローラがいっばい、どちらを向いてもカローラが目に

入ります。

カローラはヤングゼネレーションの車です／

そのjμ=1-､ラを準都゛大阪″で販売しているのS゛ ゛ドヨタカ

ローラ南海″です。あなたの若さとバイタリティーを生かす

将来性のある唯一の職場です。そんなあなたをお待ちＬてい

ます。　　　　　　　　　　　徽締4萱総務部長生・貿　幸　男

　　　　　　退職金制度有･全社会保険加入社員自家用車･

　　、　　購λ制度有、他府県採用者には鉄筋４階建デラ

　　ックス独身寮設備有　　つ

●採用試験　お申し出いただければご連絡数します。

　　　　　・　場所＝=本社

　　　　　　t方法＝書類・面接・筆記（常識）

　　　　　　学校当局を通じてお申Ｌ込み下さい

１

／　゛

カロュタ大阪府下総販売会社　　　　　　　　　　堵市浜寺諏訪森町西｜丁７番地

卜∃qtl□ヽ－5南海株式会社Ti1 ・o722(61)88il(がt､i)

(昭和44年３月｜日トョタ･゛プリカ南海を上記の通り社名を変更ＬまＬた)　南海本線なんばから15分､諏訪森下車
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